栄町天体観測会事業計画書

1 概要

沈む春の星座と夏の星座達や、夏の大三角形・七夕神話をたずねて、天体望遠鏡で南の空に輝く火星やこと座のリング星雲などの天体を観察いたします。

また、野外でのパソコンプラネタリウムを投影し、効率的にわかりやすく星座の説明をおこないます。

2 主催：星空ファクトリー
3 対象者：一般町民全般　参加料無料

4 主要利用機材（全て、星空ファクトリーで準備・設営する）
· スライド映写機・液晶プロジェクター・パソコン・スクリーン・ビデオデッキ

· 天体望遠鏡：最低でも５台を準備

5 日時と会場

８月１０日（金）
晴天時：７時００分～9時３０分まで（準備は６時より開始）

曇天時：７時００分～８時３０分まで（準備は６時より開始）

ベタ曇り・雨天中止




栄町役場駐車場にて

6 問合せ：

7 各項目考察

7.1 内容について

· 天文関連については小学４年生からの学習を行うため、その予備知識及び復習を兼ねた観察を考慮し行います。

· 曇天時にも対応できるように、スライド映写機の利用も考慮します。

7.2 スケジュール

· 開会

· 暗くなるまで、パソコンプラネタリウムやスライド映写機による星座と星の説明

· 解説に沿っての望遠鏡観望開始

· フリー観望開始

· 終了

8 学習内容でのグループ分け

· フリー観望用望遠鏡

学習観望での余剰人員を処理目的、及び、学習観望以外の目的で、担当者の意向により自由に対象変更を行う、望遠鏡のグループ。

· 学習観望用望遠鏡

具体的な天体のタイムテーブルを基準、もしくは、メイン講師の指示により所定の天体を導入する、あくまで、学習う目的で組織的に行う、望遠鏡のグループ。

9 各項目考察

9.1 対象者について

· 一般参加者については天文関連の知識は小学４年生と同等と考え（小学４年生から学習を行うため）、基礎知識の確認を兼ねた観察を目的として行う。

· 何回かの体験参加者は学習観望では十分な要望に答えられないため、別グループとして対応し観察を行う。

9.2 各グループの学習内容について

· フリー観望用望遠鏡

主に星雲・星団・月や惑星・重星を状況に応じて参加者に鑑賞させる。

· 学習観望用望遠鏡

基本的プログラムに沿ってのメイン講師の指導に合わせた、天体の観察。

9.3 学習観望用望遠鏡グループによる学習詳細（晴天時プログラム）

· 天体望遠鏡ではどう見えるのか（地上の同一被写体の利用）

· 直視による見え方

· 天頂プリズムを利用したときの見え方
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星の色について（なるべく明るくはっきり色の分別が出来るものを利用）

· 赤い星（アンタレス）

· 赤い星（イェド・プリオル（へびつかい座））

· 黄色の星（ラスタバン（りゅう座β星頭部左目の３等星））

· 青い星（アル・ニアト（さそり座σ星アンタレスの上の３等星））

· いろいろな天体パート１（重星）

· アルビレオ

· ヘルクレスα星

· イルカ座γ星（ひし形の最先端）

· ミザール

· いろいろな天体パート２

· Ｍ５７

· Ｍ２２

· Ｍ１３

· 天王星
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〒955-0832三条市直江町３－８－２８
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